
 熊本県立甲佐高等学校 令和６年度(２０２４年度)学校評価表   

１ 学校教育目標 

「夢実現 ～可能性への挑戦～」 

ア 教育方針 

（ア）県教育委員会関係課から出されている「令和６年度教育指導の重点及び取組の方向」を基本に、本校「五

綱領」を踏まえ、社会に貢献する生徒の育成をめざす。 

（イ）カリキュラム・マネジメントを推進し、チーム学校の一員として、生徒・職員・家庭・地域一体となっ

て、活気ある学校づくりを目指す。 

イ 教育目標 

（ア）健全な心身の育成 

  ①学校の教育活動全体を通して、人権尊重、道徳を含む生徒の心身の向上に努める。 

  ②体験学習・ボランティア活動を通じて、人を思いやる心（恕の心）や、奉仕する心を育てる。 

  ③部活動を活発化させ、行動力、協調性、社会性を磨く。 

  ④教育環境を整備し、生徒の健康・安全教育の徹底を図る。 

（イ）学力向上と進路指導の充実 

  ①一人ひとりの学力や個性に応じた「参加する授業」を工夫し、自ら学び考える力を育成する。 

  ②面談やＬＨＲ等を通じて、将来の進路目標を早期に設定できるように援助し、キャリア教育の視点から自

己実現に取り組ませる。 

 （ウ）地域社会と連携した学校づくり 

  ①一人ひとりの活動する機会を工夫する。 

  ②地域社会との連携を通して、あいさつやマナー等基本的な生活習慣を身につけさせる。 

  ③地域と連携した教育実践を更にすすめる。 

④創立百周年の記念事業を終え、今後も地域の方々に来校いただく機会を増やすことにより、学校、生徒理 

解につなげ、信頼される学校づくりを目指す。 

（エ）郷土を支える人材（人財）の育成 

①地域の方々と触れ合う機会を通して、郷土への理解を深めると同時に、郷土を愛する心を育てる。 

②地域創生の観点からも、将来的に地域の経済社会を担っていく人材、ひいては、組織の中で必要とされ 

る人的な財産としての人財を育成する。 

ウ 熊本県立甲佐高等学校の目指す生徒像 
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（自主性・高い進路目標）        （基本的生活習慣の確立）        （心身の鍛練） 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本年度の重点目標 

創立１０４周年の歴史を誇る学校 
「夢  実  現」 
～可能性への挑戦～ 

・一時間一時間の授業を大切にし、
学力向上に努力する生徒。 

・学習することの意義や目的をしっ
かり考えて授業に参加する生徒。 

・習熟度別学習により、学習に対す
る意欲を高め、「予習→授業→復
習」という学習計画を立て着実に
実行する生徒。 

・返却されたテストをもとに自分の
弱点を分析し、その克服に努める
ことができる生徒。 

・早い時期から、将来の進路目標を
設定し、その達成のため、主体的
に学習に励む生徒。 

・学びの基礎診断ツール等を活用す
ることにより、自己の適性を的確
に把握し、より高い進路目標に向
け努力する生徒。 

・体験学習を通して、勤労観や職業
観を身に付け、進路に生かす生徒。 

・「公営塾」を活用することで基礎
学力を向上させ、自己の長所を伸
ばすことに努力する生徒。 

・自ら進んで初対面の人に対しても挨拶が
でき、誰に対しても誠実な態度で接する
ことができる生徒。（校門一礼も含めて） 

・人権を常に尊重し、思いやりのある言葉
遣いで、他者とのコミュニケーションを
とることができる生徒。 

・交通法規やマナーを常に遵守し自他の生
命を大切にする生徒。 

・スマートフォンやＳＮＳ等の正しい使用
を遵守し、モラルの向上に常に努める生
徒。 

・社会のルールに従って、節度ある行動を
とることができる生徒。 

・自分の長所や短所を把握し、自己の能力
の伸長に努める生徒。 

・校歌を大きな声で歌うことにより、母校
愛を高める生徒。 

・甲佐高校の生徒として、友人、先生、保
護者、地域等多くの方々から信頼される
行動を取ることにより、学校への評価を
更に高める生徒。 

・日々の生活の中で、今まで身に付けたこ
とを応用し、課題の解決に取り組むこと
ができる生徒。 

・部活動に積極的に加入し、日々の
活動を通して心身の健全な育成を
図る生徒。 

・学校行事や生徒会活動等に積極的
に参加することにより、自己肯定
感を高め、自信を持って行動でき
る生徒。また、自分の所属する集
団に貢献することができる生徒。 

・ボランティア活動や地域の行事等
に積極的に参加することにより、
郷土を愛する心を高め、地域社会
の発展に寄与する生徒。 

・人との活動の中で、グループの一
体感を作り出すことができる生
徒。 

・体験活動を通して、社会人としの
在り方を考え、自分の将来像を描
くことができる生徒。 

・地域の小・中学校との交流を積極
的に図り、本校のＰＲ活動に努め
る生徒。 

・地元企業等との交流を通して、郷
土を支える人材（人財）に成長す
る生徒。 

甲佐高等学校 
保護者・同窓会（緑友会）・甲佐町役場・公営塾・分教室 
各小中学校・大学・各企業・福祉施設・レオクラブ 等 連携 



ア 基本的な生活習慣の確立 

（ア）正しい言葉遣い、爽やかなあいさつを身につけさせ、社会に適応する力を育てる。 

（イ）時間を厳守し、遅刻や欠席のない生活習慣や身だしなみを確立する。 

（ウ）交通マナーやＳＮＳ等、社会のルールに対する規範意識を高めさせ地域を支える人材を育てる。 

（エ）クラスや地域に貢献し、甲佐高校生として自覚と誇りを育てる。 

イ 教師の授業力向上、個に応じた学習指導と進路指導 

（ア）「授業力」の向上 

     生徒が主体となる授業の工夫を重ねるための授業研究、公開授業を活用する。また、生徒からの

授業評価を日々の授業の実践に生かす。 

（イ）個別の添削、面接指導等により個々の能力に応じたきめ細かな指導を行う。 

（ウ）夢実現のため図書館や進路指導部等の活用をすすめる。 

（エ）日々の教育活動を通じて生徒理解に努め、共通理解を図る。 

ウ 特別活動（生徒会・部活動等）を生かした自主性、創造性、奉仕の精神などの育成 

（ア）部活動や委員会活動等への積極的に参加できるよう運営や時間を工夫し、教育活動全般を通じて

人権教育、道徳教育を行う。 

（イ）学校行事、ボランティア活動などを通じて、自ら考え、自ら行動できる生徒に育て、将来的に郷

土を支える人材（人財）を育成する。 

エ 地域と連携した教育活動 

（ア）広報活動や学校運営協議会（総合型コミュニティスクール）等を通じて、地域社会に対し本校教

育への理解と協力を深める。 

（イ）保護者との面談や家庭訪問を計画的に行い、家庭と学校の連携を密にするとともに地域社会、特

に小・中学校との連携を深める。 

（ウ）職員の中学校別担当制を更に充実させ、中学校へのＰＲ活動等を強化することにより、入学者増

を図る。 

  ※熊本スーパーハイスクール（KSH）構想のクリエイトハイスクール、スーパーグローカルハイス

クールの指定を受け、地域連携・協働による教育活動に誠意をもって丁寧に取り組み、更なる充実

を図る。 

オ 言語環境の整備 

（ア）学校生活全体を通じて、言語に関する理解や関心を深め、言語環境を整えるとともに総合的な言

語能力（読む・書く・聞く・話す）の習得並びに実践する態度を養う。 

（イ）図書館の充実を図る。 

カ 教育相談体制の充実 

（ア）全ての教育活動を通して、生徒理解と実態把握に努め、心の教育の充実を図る。 

（イ）各校務分掌や教職員間の情報共有を図り、いじめの早期発見や対応、特別な配慮を要する生徒

への対応等、教育相談体制を更に充実させる。 

（ウ）中高連携を更に充実させ、生徒を支援する組織力を高めると共に、日々の学校生活に有用感や

達成感等を得させ、進路変更を減少させる。 

キ 防災教育の徹底 

（ア）平成２８年熊本地震や令和２年７月豪雨水害を教訓とした防災教育の充実を図る。 

（イ）地域社会、関係機関等との連携を更に図り、風水害等の災害に適切に対応する防災体制を強化す

る。 
３ 自己評価総括表 

評価 
項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評
価 

成果と課題 大
項
目 

小 
項 
目 

学
校 
経
営 

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り 

自ら気付き
考え行動す
る生徒の育
成 
 
主体性と協
調性を兼ね
備えた生徒
の育成 

・学校行事等に自
ら主体的・協働
的に参加する 

・全ての学校行事に生徒を中
心におき創造的な企画と運
営に取組ませるよう指導す
る。 

・学校行事での役割分担と協
力体制を明確にし、生徒一
人ひとりが達成感を味わえ
るようにする 

Ａ 

・学校行事において

諸アンケートにお

いて満足度の高い

結果を得た。 



探究的活動 
・ボランテ
ィア活動の
充実 

・自ら主体的 積
極的に体験する
ことで、奉仕や
勤労、人の心や
命を大切にし人
権を尊重する心
を育むと同時に
、この活動を自
己の進路目標に
役立てる 

・魅力企画・発信
委員会と探究活
動委員会、学科
をとおした活動
の実践 

・１年生の地域探究活動、２
年生のインターンシップ、
ビジネス情報科の地域特産
物販売、福祉教養コースの
施設訪問等を行い、文化祭
での発表、学びの祭典での
発表や展示をおこなう 

・年度末にアンケートを実施
し、目標の達成度を確認す
る 

・校外でのボランティア活動
に生徒一人一回以上は参加
させる 

Ａ 

・新委員会、学科、

コースで計画した

活動を実施し新し

い発見とともに自

己の進路に役立て

ることができた。 

・ボランティアを含

め、町や地域の企

画に参加する機会

を多く得て、生徒

の学びを深めるこ

とができた。 

 

部活動や生
徒会活動委
員会活動の
活性化 
 

・年間を通して活
発に活動する部
活動や生徒会活
動・委員会活動
の育成 

 

・行動力、協調性、社会性を
学び人格形成の場とする 

・しっかりとした活動計画を
立て、安全で楽しく学べる
部活動とする 

・全生徒により作り上げる生
徒会活動、委員会活動の指
導を行う 

B 

・それぞれの部活動

で国や県の指針に

則った活動を行う

ことができたが、

部活動の加入率が

低調であった。 

・生徒会活動や委員

会活動は本校生徒

の主導的役割を果

たした。 

地
域
社
会
に
根
ざ
し
た
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り 

地域との連
携・協力 

・地域連携を深め
る事業の構築 

 
・公営塾（あゆみ
学舎）への入塾
者の増加（各学
年１０人以上） 

 

・学校運営協議会や関連した
会議を通して、連携を深め
る 

・公営塾（あゆみ学舎）との
情報交換を適宜行い、生徒
の入塾や企画参加を促す Ａ 

・入塾者は１２名程

度であったが、あ

ゆみ学舎との連携

では、昨年度以上

に密な交流を実施

し、連携を深める

ことができた。ま

た、塾長は学校行

事や地域の活動に

も参加し、生徒と

の交流を深めた。 

保護者・地
域等との連
携と広報 
 
 

・情報発信の強化 
・本校のＰＲ機会
を増やし、入学
者の増加に繋げ
る。 

・次年度の入学生
４５人以上、最
低でも４０人以
上を目標とする 

・ＨＰの随時更新、「学校だ
より」の発行、広報甲佐へ
の投稿による情報提供によ
り、本校の教育活動を積極
的に発信し魅力を伝える。 

・中学校を定期的に訪問する 
Ａ 

・ＨＰの閲覧数が今

年度も高い数値を

得た。 

・広報甲佐に毎月記

事を載せていただ

き、学校の様子を

町民に伝えること

ができた。 

・高校入試の前期で

３１人が受験し、

昨年同様３０人を

上回った。 

緊急時対応
の充実 

・危機管理マニュ
アル、緊急時対
応マニュアルや
すぐーるを活用
し危機管理対応
力を高める 

・緊急時対応マニュアルを基
に避難訓練や救急救命講習
等を実施する 

・大規模災害の発生を想定し
た対応訓練の実施 

・危機管理マニュアルの改訂
と充実 

B 

・地域住民とともに避

難訓練を実施した。 

・全職員・全生徒で緊

急救命講習を実施し

危機発生時の動きを

実践した。 

 
 
 
 

新委員会の
発足による
業務の平準
化 

・働き方改革の推
進を踏まえた校
務運営の改善 

 

・ＩＣＴを活用した業務の効
率化を図る 

・毎月衛生推進委員会を実施
し、勤務状況を把握、分析

A 

・衛生推進委員会を

毎月実施し、職員

の健康状況の把握

や情報共有を行い



 
業 
務
改
善
・
働
き
方
改
革 
 

・職員の業務の偏
りを少なくし、
特定の職員に背
負わせてきた負
担を軽減する 

 
・生徒との関わり
の時間を確保し
、生徒の不安や
困り感を解消で
きる環境をつく
る 

し対応策を全体にアナウン
スし個々に示す 

・業務の見える化を全部署で
行い、全職員で共通理解を
図りながら校務を行う 

・新委員会の機能を発揮し、
本校の生徒募集に全職員が
係る意識を高める 

・生徒・保護者とのかかわり
を丁寧に行い信頼関係を築
き、将来の目標を設定し、
その実現に向けて協働する 

業務や個人の働き

方の見直しを職員

会議で周知した。

その結果、昨年度

並みの超過時間が

低位で推移した。 

・新委員会で学校の

活性化につながる

業務を平準化する

ことができた。 

・生徒一人一人の課

題を校内研修や臨

時の会議をとおし

て全職員が把握し

ながら指導を行う

ことができた。 

休暇を取り
やすい職場
環境の構築 
 

・会議等の効率化
と研修の効果化 

・学校行事や定期考査時に会
議や研修を入れない 

・職員研修を朝会時や長期休
業日期間に実施し、タイム
リーで効果的な研修にする Ａ 

・今年度も考査期間中

の午後の時間に休み

が取れるように行事

を入れないことや、

長期休業中や長期休

業明けに集中して職

員研修を行った。効

率の良い研修となっ

た。 

学
力 
向
上 

授 
業 
力 
の 
向 
上 
 

「分かる授
業づくり」
の工夫 

・研究授業の積極
的な実施 

・公開授業の活発
化 

・ＩＣＴ機器の利
活用 

・授業に対する生
徒の受け止めの
把握と改善. 

・主体的・協働的
・深い学びを主
体にした授業の
展開 

・公開授業週間の設定、積極
的参観、地域・関係各所へ
の案内 

・全ての授業による協働的学
びの実施 

・授業評価アンケートの実施 
・教科会で授業の検討会の実
施 

Ｂ 

・受検生の本校授業
見学数が倍増した
が前期受検生は昨
年より減少した 

・本校生徒が落ち着
いた環境で学習に
取り組めている状
況を大切にし、授
業研究できる環境
を作ってきたい。 

個
に
応
じ
た
分
か
る
学
習
指
導 

授業の理解
と個別指導
の充実 
 

・授業理解につい
ての肯定的評価
を 80％以上とす
る 

・学習指導および
評価が一貫した
授業展開 

・個別最適な学び
と協働的学びを
両立させた授業
の構築 

・指導法、生徒理解情報の共    
 有・身近な題材、体験的活 
動的な学習・常に観点別評
価を更新する。 

・ＴＴ実施の授業での個別指
導だけでなく、全教科によ
る個別の課題配付（指示）
による授業外の指導の実施 

A 

・授業評価アンケー
トにおいて、授業
わかるの回答が、
８５％以上であっ
た。先生方の工夫
の成果が見られ
た。 



学
習
に
対
す
る
意
欲
・
姿
勢 

自ら学ぶ意
欲 

・学習に対して、
自ら意欲的に取
り組んだ体験を
持つ生徒を 100
％とする 

・自学力向上委員
会によるスタデ
ィサプリを利活
用し自学力の向
上につなぐ 

・基礎基本の徹底、課題学習 
・将来（進路）につなげる学
習指導 

・あゆみ学舎（公営塾）との
連携 

・スタディサプリの利活用に
ついて個々への具体的指示
と学ぶ意欲を引き出す 

Ｂ 

・生徒発表の場面が
多くなり、自ら課
題解決に向かう姿
が目立った。 

・スタディサプリの
使用が長期休暇中
の学び直しと到達
度テスト受験で終
わった。何事も粘
り強く成し遂げる
習慣が課題であ
る。 

キ
ャ
リ
ア
教
育
・
進
路
指
導 

 

自
ら
の
可
能
性
に
挑
戦
し
、
進
路
目
標
の
実
現
を
目
指
す 

自己実現に
繋がる早期
の目標設定 

・進路目標の早期
設定 
（３年次７月ま
でに100％） 
 

・キャリア教育の視点に立っ
た進路学習の実施 

・進路ガイダンス等への参加 
・タイムリーな進路情報の提
供 

・生徒による活動の振り返り
の実施（２年次末から） 

・２年次からの二者面談や三
者面談の実施 

 

B 

・３年生は概ね早期

に進路目標の設定

ができていた。 

・２年生は、後半か

らの次年度に向け

た対策を行い、次

年度の準備として

いる。 

進路目標実
現のための
努力 

・就職・進学希望者
全員の進路目標
達成 

・求人票公開システム「ハン
ディ進路指導室」を利用し
た求人情報の提供 

・３学年や各教科との連携、
情報の共有 

・個別学習指導の実施 
・進路ガイダンスや職場見学
の活用 

 

A 

・全学年に進学・就

職に関する情報提

要をこまめに行い

、進路意識向上に

つなげた。 

・生徒それぞれの状

況に応じた対応が

できるよう、指導

体制を整える必要

がある。 

生
徒 
指
導 
 
 
 

個
を
尊
重
し
た
生
徒
指
導 

基本的な生
活習慣と言
語環境の整
備 

・生徒の適切な言
葉遣いを育む 

 
・授業への遅刻を

なくす 

・様々な場面で、全職員が言
葉遣いに対する指導の意識
を強く持つ。 

・授業時間を守る指導の徹底 
 

Ａ 

・ＴＰＯに応じた言

葉遣いは今後も課

題となった。 

・授業の遅刻は少な

かった。移動教室

や集会等への遅刻

もほぼなかった。 

安
心
・
安
全 

甲佐高校生
としての自
信と誇り 

・問題行動を未然
に防ぐ 

 
 
 
 
 
・生徒会主催行事
の充実 

（体育大会、青垣
祭） 

・問題行動の未然防止のため
の職員間の情報共有及び保
護者との連携 

・多様な問題行動に応じた公
的な公共機関との連携した
指導 

・昨年度の反省を生かした企
画・運営 

Ｂ 

・生徒指導事案とし

ての特別な指導件

数は０件で減少し

たが、重大事案が

発生し、警察にも

通報し対応した。 

・学校行事は状況に

応じた適切な開催

ができた。 

携帯電話の
危険回避と
適切な利用 
 

・インターネット
・ＳＮＳ利用が
関係する問題行
動件数の減少 

・情報モラル講演会の実施 
・インターネット・ＳＮＳ利
用に関するアンケートの実
施 

Ａ 

・警察からの闇バイ

トの講話や全校集

会でのＳＮＳ利用

についての指導を

行った。 



交通安全教
育の徹底 
 
 

・交通違反、事故
件数の減少 

 

・原付通学生実技講習会の開
催 
・通学方法別の状況把握のた
めの校外指導の実施 

Ａ 

 

・昨年度から参加し
た実技講習会を継
続した。 

・自転車、バイク通
学時の転倒事故等
が発生した。 

人
権
教
育
の
推
進 

人 
権 
尊 
重 
の 
精 
神 
 

人権に関す
る理解の深
化および豊
かな人権感
覚の育成 
 

・人権課題の解決
に向けた学習の
実施と差別をな
くそうとする態
度の育成 

 

・人権教育講演会、人権教育L
HRの実施 

・人権が尊重される環境づく
り（授業、言語環境等） 

・家庭訪問、面談を中心にし
た背景理解 

Ａ 

・講演会、LHRを実
施できた。家庭訪
問や面談を行い、
生徒およびその背
景の理解に努め
た。 

研修の充実
と推進体制
の強化 

・計画的な校内研
修の実施 

・年間1回以上の校
外研修等への参
加 

・人権教育推進委員会の活性
 化 
・校内研修の実施 
・校外研修への参加促進 
 

Ａ 

・委員会や研修も計
画的に実施した。 

・校外研修は全員が
積極的に学習して
いただいた。 

命 
を 
大 
切 
に 
す 
る 
心 
を 
育 
む 
指 
導 
 

自他の命を
大切にする
心の育成 
 
 

・｢自他の命を大
切にする心｣を
育むＨＲやＬＨ
Ｒでの取組の実
施 

・生徒の感想等の
取りまとめ事後
指導を実施 

・教育相談体制の
充実 

・委員会で指導案検討や情報
共有をし、職員会議、研修
等による共通理解 

・相談窓口等の周知 
・ＳＣ、ＳＳＷ等の専門機関
等と生徒・保護者職員の連
携強化 Ａ 

・職員会議、研修等
による共通理解を
図った。相談窓口
の一覧プリントを
配付するなど周知
を行った。ＳＣ、
ＳＳＷ等との連携
も強化できた。 

い
じ
め
の
防
止 
等 

い
じ
め
防
止
と
早
期
の
発
見 

｢いじめ防止
基本方針｣及
び｢いじめを
許さない｣行
動指標の定
着 
 

・生徒、職員、保
護者の連携 

・学校独自に作成
したＳＮＳの使
い方・言葉遣い
等についての行
動指標の点検 

・職員研修等の充実 
・「心のきずなを深める月間
」に各クラスで代議員が中
心となった学習を実施 

・上の取組の中でＳＮＳの使
い方・言葉遣い等について
の振り返りを実施 

Ｂ 

・代議員を中心とし
て、文化祭で発表
した。 

・６月と１１月、２
月にアンケートを
実施した。 

いじめ未然
防止のため
の情報集約
と組織的な
取組 

・生徒、職員、保
護者の意識向上
によるいじめ未
然防止、早期発
見、早期対応の
徹底 

・一人の教員が抱
え込まない組織
的な情報集約を
実施、いじめ認
知件数０とする
体制づくり 

・「心のきずなを深める月間
」の取組等を通してのいじ
め防止のための意識向上 

・いじめ防止対策委員会の充
実（定例開催、随時開催） 

・職員会議、学年会等での情
報集約の研修実施、共通理
解をの深化を検証 

Ａ 

・いじめ防止対策委
員会を適宜開催し
た。 

・情報集約担当者に
連絡し組織的に対
応することができ
るようになってき
た。 

特
別
支
援
教
育 

個
々
へ
の
適
切
な
支
援 

特別な支援
を必要とす
る生徒の把
握・対応 
 

・個別の支援計画
、指導計画の活
用 

・生徒、保護者、
専門機関との連
携 

・診断テストの実
施 

・支援計画・指導計画の定期
的な評価、検証（校内委員
会、職員研修での共有） 

・各種機関との情報交換 
・校内研修の充実 
・生徒を多角的に把握するた
めに診断テストを検討し実施
する 

A 

・支援計画の作成、

研修での活用を行

った。巡回相談、

ケース会議などで

外部専門機関と連

携し、生徒の支援

に生かすことがで

きた。 



コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ｌ
シ
ョ
ン
能
力
を
育
む 

コミュニケ
ーションス
キルやスト
レスに対処
する力を身
につける 

・ＳＳＴ、心理教
育の実践 

・コミュニケーシ
ョンの機会を増
やす 

・交流面談の実施 
・交流面談により得た情報を
職員間で共有し生徒理解と
指導に役立てる 

・ＳＳＴ、ストレス対処法LH
Rの実施 

 
A 

・交流面談を実施し

生徒の実態を多面

的に把握すること

ができた。特に１

年生のストレス対

処LHRにおいて、年

度始めに実施する

ことで仲間づくり

に役立てることが

できた。 

保
健 
環
境 

保
健
管
理
意
識
の
高
揚 

健康に対す
る自己管理
能力を高め
る 
 
 
 

・食後の歯磨きの
徹底と治療が必
要な生徒の治療
促進 

・ほけん便りによる啓発と個
別指導の実施 

B 

・保健便りや文化祭で 

歯と口の健康に関

する啓発を行った。 

治療が必要な生徒

に夏休み前と冬休

み前の 2回、個別の

保健指導を実施し、

治療につなげた。 
環
境
整
備 

安全管理と
主体的に環
境美化に取
り組む 
意識の向上 
 
 

・安全点検の実施 
 
・環境ＩＳＯの周   
 知 
 
 

 

・職員による安全点検を学期
に１回実施 

・保健環境美化委員による環
境ＩＳＯチェックの実施（
週１回） 

 

A 

・長期休み明けに点

検を実施し、不備

には対応した。 

・ＩＳＯチェックや

美化週間時の点検

を通じて、環境美

化意識の向上を図

った。 
地
域
連
携 
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ｌ
ル
な
ど 
 

学 
校 
運 
営 
協 
議 
会 
制 
度 
の 
充 
実 
 

学校運営協
議会の支援
による特色
ある学校づ
くり 
 

・学校運営協議会
の組織的・継続
的な実施（年２
回） 

 

・協議内容を精選したうえで
活動報告を行う 

・担当者との連携を深め、活
発な意見交換・情報交換を
促進する 

A 

・学校運営協議会委

員から甲佐高校活

性化の提案により

協議会の果たす役

割を十分に引き出

した。 

地
域
防
災
お
よ
び
防
災
教
育
の
確
立 

生徒・職員
の防災に関
する意識の
向上 

・地域と連携し、
地域における防
災についての理
解を深める 

・防災意識の向上 

・地域と連携した防災訓練の
実施 

・避難訓練と関連付けた防災
教育の実施 

・スピーディな避難訓練のた
めの生徒への事前指導の徹
底 

・避難先の保存食、保存飲料
の保管・試食の経験を行う 

B 

・地域と連携した防

災訓練は、本校生

徒が地域住民との

交流とともに、高

校生としてできる

ことを考える機会

となった。 

 

 
 
 
 
 
 



４ 学校関係者評価 
昨年度同様、それぞれの項目での評価は高く、今年度の取組も一定の成果を得ることができた。
以下は学校関係者から出された評価についての総括的な内容である。 

 
・甲佐高校に入学した生徒は中学校時に学校不適応や不登校だった生徒が比較的多いが、その半数
が登校できるようになっている。少人数であることで手厚い指導ができていることが伺える。こ
の積み重ねが今年度も昨年度並みの志願者につながっている。 

・甲佐町の魅力発信について、甲佐高校生の力が必要になる。甲佐高校のＨＰの充実や発信数は甲
佐町も見習わなければならない。これまで以上の連携を行っていきたい。 

・インクルーシブ教育などの新しい発想もあり、存続を含めて活発な意見が出ている。すぐにとは
いかないかもしれないが、町や時代のニーズに沿った学校であってほしい。 

・公営塾あゆみ学舎との連携がかなり進んだ。生徒の情報共有のもとでの指導が深化している。 
・今年度も、地域と連携しながら校内外にて学習の機会を多く持つことができた。生徒一人一人に
応じた対応や指導を全職員の共通理解のもと行うことができた。今後も、スクールポリシーのも
と、本校の魅力を校内外に広めながら、在校生の満足度を高める教育と目標とする進路の実現を
果たす教育活動を展開する。 

 
５ 総合評価 
年度の重点目標についての評価 
・今年度も基本的な生活習慣の確立と生徒支援をベースに、あらゆる教育活動の中で生徒個々に応
じた指導とともに、主体的・協働的を養う教育を行った。 

 今年度は、「魅力企画・発信委員会」「探究活動委員会」「自学力向上委員会」という３つの委
員会を立ち上げ、全職員で学校の活性化に取組んだ。それぞれの検証により、成果を得ることが
できた。来年度もブラッシュアップした委員会活動にしていきたい。 
クリエイトハイスクール指定事業や地域の企画行事に数多く参加し、本校の魅力を発信した。魅
力推進に欠かせないＨＰのＷｅｂ更新も毎日のように行い、多くのアクセス回数を得た。 
このような全職員の共通理解のもとでの教育活動の成果が、新入生を昨年度並みに迎え入れるこ
とができた。学校の存続という現実に突き付けられている状況に対して、職員が一丸となり、生
徒の自己実現と学校の活性化を進める教育活動を展開した。 

 
自己評価総括表に対する評価 
・今年度も肯定的な意見が多く、概ね好評を得た。特に、魅力ある学校、信頼される学校、人権教
育、特別支援、教育相談体制に関しては改善を重ねた結果、高評価となった。今後は、より教育
活動の質を高め、生徒の進路目標達成を実現し、本校の魅力を発信する機会を多く持ちながら学
校経営を進めたい。 

 
６ 次年度への課題・改善方策 
今年度の本校の教育活動は概ね目標を達成しているものもあれば、まだまだ克服すべき課題が解
決されていないことも多く、特に、以下の（１）（２）は生徒募集に深く係る項目として、取組
の強化を継続する。 
 
（１）本校の魅力推進 校内外の教育活動の充実度＋進路保障＝生徒募集 
①県指定事業や地域行事への参加の内容を精査しながら、本校の魅力をいかに中学校や多くの人
に伝えるかのＰＤＣＡを行う。 

②校内の学校行事をとおし、コミュニケーション能力や主体的、協働的能力の高まりを検証しな
がら魅力化を推進する。 

③生徒の自学力向上のために導入した学習アプリの利活用を発展させ、生徒の学習意欲を引き出
す。 

 
（２）地域連携の推進 
①県や郡との連携も行いながら、生徒の将来のデザイン力を高める。 
②本校内に設立されている甲佐町公営塾「あゆみ学舎」との更なる連携を進める。 

 


